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研究成果の概要（和文）：旧食虫類における多系統的な形質を機能形態学的に検討した。筋骨格

系、消化器系、泌尿生殖器系、感覚器系、皮膚・表皮系などを旧食虫類の諸目間で形態学的に

比較検討を行った。その結果、それぞれの器官において、形態学的類似や差異を確認すること

ができ、真無盲腸目、皮翼目、登攀目、アフリカトガリネズミ目などの旧食虫類諸群間の多系

統的進化史理論を確立することができた。 
研究成果の概要（英文）：The polyphyletic characters were functional-morphologically 
examined in the insectivores. The musculoskeletal, digestive, urogenital, sensory and 
skin systems were morphologically compared among various orders within the Insectivora. 
The morphological similarities and differences in each system were confirmed to establish 
the polypheletic evolutionary history among Eulipotyphla, Dermoptera, Scandentia and 
Afrosoricida. 
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１．研究開始当初の背景 
真獣類における各高次グループ間の分子系
統学的関係がほぼ解明された結果、機能的に
収斂した形態学的形質を正当に評価するこ
となく進められた旧食虫類の系統推定の誤
りが多数明らかになった。多系統群に分割さ
れた旧食虫類諸群の相互間で、平行的に見ら
れる機能的適応的形態形質が実際にどれほ
ど類似し、また異なっているかを、新たな系

統学的基盤の上で議論する必要に迫られて
いる。旧食虫類の特徴として漠然と一括され
てきた機能性に富んだ表現型は、なぜ南北両
半球の真獣類の系統間で収斂進化を成し遂
げられたのか、その形態進化学的実態と要因
についての比較精査が必要となっている。 
 
２．研究の目的 
肉眼解剖学、組織学、デジタル画像解析学を
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駆使しながら、ユーアルコントグリレス類、
ローラシア獣類、アフリカ獣類に平行的に進
化した旧食虫類の全身形態学的情報を抽出
しながら、収斂形質を比較してその異同を解
析し、これら真獣類の高次群間に生じた進化
学的特質を把握することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
死体集積ネットワークを構築し、また研究組
織が帰属する自然史博物館を利用して標本利
用体制の基盤を固め、組織学、マクロ解剖学、
三次元画像解析、個体発生学の手法を適用し、
形態形質の比較検討を行った。トガリネズ
ミ・モグラ類を基盤に、テンレック類やツパ
イ類を比較対象として検討し、周辺の系統で
は翼手類や皮翼類を用いた。北半球系統の食
虫類のデータに対して、アフリカ獣類や食虫
類近傍の系統を比較、検出される収斂形質の
詳細な適応的意義を把握した。筋骨格系、感
覚器系、生殖器系を皮切りに、消化器や表皮
構造まで形態学的データの網羅的検索を行っ
た。極小型種や軟部構造の収斂を機能に着目
して定量的に論議するため、三次元連続切削
による比較検討を進めた。またとりわけ発生
学的手法と分子系統学を連絡し、進化発生学
的視点で、旧食虫類の形質の進化を分岐パタ
ーンと重ね合わせて把握することを試みた。
また、旧食虫類のアイデンティティを抽出す
るため、関連する北半球真獣類や異節類につ
いても、機能形態学的情報を刷新すべく関連
する器官系の形態学的検討を進めた。 
 
４．研究成果 
旧食虫類における多系統的な形質を機能形

態学的に検討した。筋骨格系、消化器系、泌

尿生殖器系、皮膚・表皮系などを旧食虫類の

諸目間で形態学的に比較検討を行った。その

結果、それぞれの器官において、形態学的類

似や差異を確認することができ、真無盲腸目、

皮翼目、登攀目、アフリカトガリネズミ目な

どの旧食虫類諸群間の多系統的進化史理論

を確立することができた。諸システム間では、

発生学的検証により、頭蓋のプロポーション

の改変による視覚器嗅覚器の発展史の概要

を把握することに成功した。またロコモーシ

ョン適応を四肢を中心とした筋骨格系にお

いて定量化し、それが旧食虫類において多系

統的収斂として観察されることをつきとめ

た。また表皮・皮膚構造の平行進化も甚だし

く、南半球真獣類のテンレックにおいて、特

異な有棘表皮機構が進化し、旧食虫類と対比

をなすことを確認した。そのほか収斂を各器

官において検出し、機能的類似性と形態学的

差異について精査することに成功した。また

霊長類、偶蹄類、奇蹄類、異節類などについ

ても、対応する器官・システムに関して、大

量の形態学的データを得ることに成功した。

結果、本研究は、旧食虫類はもとより、真獣

類の地球規模での機能形態学的進化に重要

な基盤的理論を多数もたらすことに成功し

ている。 
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